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て、0、10、20、40 ppmに調整した boric acidを各細胞のサンプルに投与した。各細胞








細胞生存率（means±SDs）は、CHO-K1細胞で 10 ppm ：0.348±0.069、20 ppm：
0.058±0.017、40 ppm：0.018±0.005、V79細胞で 10 ppm：0.476±0.160、20 ppm：
0.346±0.053、40 ppm：0.078±0.015、U251MG細胞で 10 ppm：0.311±0.061、20 ppm：
0.131±0.022、40 ppm：0.020±0.010となり、コントロール群（0 ppm）に対するホ
ウ素投与群（10、20、40 ppm）の細胞生存率は、one-way ANOVAを用いた統計
学的検定において有意差を認めた（P < 0.01）。 
放射線生物学的パラメータ（α’、β’、C10）は、CHO-K1細胞で α’ = 0.1232、β’ 
= 0、C10 = 18.7 ppm、V79細胞で α’ = 0.0480、β’ = 0.000390、C10 = 36.9 ppm、







胞と U251MG 細胞において high-LET 放射線の特徴を反映した。一方、V79 細胞で
は、中性子線照射に対してマルチコンポーネントの特異的な細胞反応を示し、直線の




放出される即発 γ 線の影響が考えられる。研究用原子炉（JRR-4）で実施された in-
vitro 実験の結果との違いは、中性子ビーム性状の差異だけではなく、中性子照射に
使用した容器やファントムによる熱化の程度と分布が影響した一因であると考えられる。 
 
結 論： 
本研究では、BNCTの加速器中性子源として新たに開発された BINPの固体 Li
をターゲットに用いた真空絶縁によるタンデム型陽子線加速器において、初の
放射線生物学的評価を実施し、加速器中性子源を用いた放射線生物学的評価を
行う上で重要とされるホウ素濃度（CB）を明らかにする手法を示すとともに、
CHO-K1細胞、V79 細胞および U251MG細胞における中性子照射の有効性を示
すホウ素濃度（C10）を明示した。本研究成果は、急速に発展している BNCTに
おける加速器中性子源の放射線生物学的評価法の一助になると考える。 
